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１．はじめに 

現場発泡ウレタン軽量盛土(以下 R-PUR と呼ぶ)
の単位体積重量は土の約1/50であり，軽量盛土の中

でも最も軽量の部類である。しかしながらその軽量

性は，舗装等の上載荷重を相対的に過大なものとし，

いわゆるトップヘビ－状態になる。このような特性

から，その振動特性，地震時における安定性に対す

る基礎デ－タの収集を目的として，平成 12 年 8 月

に愛知工業大学耐震実験センタ－において実物大振

動実験を実施した 1)。その結果，レベル2地震動(兵
庫県南部地震相当）に対し，R-PUR が十分な耐力

があることが証明されている。実験状況を写真1に

示す。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

写真 1 実験状況(高さ 6m) 
 
また、新潟県中越地震時におけるR-PUR工法の調

査報告 2)では，地震に対して有効な工法であるとい

うことが，実現場においても証明されている。 
 

２．調査概要 

 平成20年6月14日に岩手県内陸南部でマグニチ

ュ－ド7.2（暫定値）の地震が発生した。この地震は，

2004年新潟県中越地震と同様に山間部を震源とする

地震であり，多数の斜面崩壊や地滑りが発生するとと

もに，大規模な河道閉塞，道路寸断，橋梁の滑落とい

った被害を引き起こした。そこで今回，R-PUR工法

の地震被害状況調査を実施し報告する。 

岩手県内では3件のR-PUR工法での施工実績があ

る中で，震央から約6.5kmに位置する現場について

調査結果を報告する。施工実績を表1，施工箇所を図

1に示す。 
施工場所 件数 施工数量 

盛岡市 2 件 687 m3 

奥州市 1 件 5,832 m3 

合計 3 件 6,519 m3 

表１ 岩手県施工実績(～平成 20 年 6 月) 

 

 

図 1 施工箇所図 

 

３．調査路線 

調査路線である国道397号は，岩手県大船渡市か

ら秋田県横手市に至る一般国道である。また，本工

法が採用された「胆沢ダム付替国道397号工事」は，

胆沢ダム建設により水没する現国道の付替道路建設

工事として行い，9ヶ所の橋梁と4ヶ所のトンネル

からなる，総延長7.3kmにおよぶ道路建設工事であ

る。その内，延長74m（最大高15m）がR-PUR工

法で施工された。正面展開図を図2に示す。 
 
 
 
 
 
 

図 2 正面展開図 
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採用理由としては，道路構造と現地形より壁高

20m程度の擁壁を構築する必要があり，計画斜面近

傍では過去に崩壊の形跡を有することから，施工に

伴う切土は最小限にとどめることが求められた。ま

た，比較検討が行われ，構造物としての安定性や工

期的な制約による工期短縮の側面からR-PUR工法

が最良工法として選定され，平成20年1月に施工

された。 
 

４．調査結果 

 当該地区の計測震度は 6 強(暫定)であり，調査結

果については下記の通りである。 
 今回の調査の結果，R-PUR 工法にて施工した箇

所は路面及び側壁等については，大きな変状は生じ

ていない。 

当該現場は図1に示すように，震央のほぼ真北で

路線は東西に通っており，地震波は現場の横断方向

に発生していると思われる。図 3，4 の断面につい

て固有周期を算定すると両断面とも T≒1.7(s)とな

る。観測された地震波の固有周期はT=0.6(s)であり

共振は発生しなかったものと考えられる。また実験

により盛土高が増すにつれ減衰性能を向上させる結

果 1) が得られており，これらのことが被害を僅少に

した一因と考えられる。        
 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 断面-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 正面状況 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 断面-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 正面状況 

 

５．まとめ 

 今回，R-PUR 工法の地震被害状況調査を実施し

た。その結果以下の知見が得られた。 
 
① R-PUR 工法にて施工した箇所については，路

面及び側壁等に損傷は見られなかった。 
② R-PUR工法が周辺部材（壁面材，ｱﾝｶ-等）に与

える影響についても，設計計算時での想定範囲

であるため，道路全体が安定していることが解

った。 

③ 図３，４に示すように，断面形状および構造形

式に違いがあっても，道路（盛土）構造上問題

が無いことが解った。 
 
R-PUR 工法にて施工した現場は，路面及び側壁

等に変状が生じていないことから，地震に対して有

効な工法であることが再確認された。 
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